
秋田城跡（秋田市）
秋田城は733年に出羽の国に築いた、ヤマト王権にとって日本海側の最北の古代城柵（エミシに対峙する軍事
拠点）で、北方世界との交流の拠点、大陸の渤海国との外交拠点でもあった/これは秋田城跡の全体図



秋田城の政庁跡と、城内東大路の先にある東門の外に展開する城外鵜ノ木地区の位置関係をアップで見たところ/政庁跡→城内東大路→
外郭東門→秋田城跡歴史資料館と進んでみよう



　　　まず、「秋田城跡歴史資料館前」というバス停から政庁跡へと進もう/前方に案内板が立っている



　ここを登ると政庁跡のエリア/ここで振り向いた方向に南門があり、その先は城外南大路だったようだ
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/vm5_AefUWdQ


　　　ここが政庁跡のエリアで、正面は正殿跡



　正殿跡についての説明板



　　　　左手（西側）から見たところ



　　　　　　南西側から見たところ



　　　東側から庇部分を見たところ



同じく身舎部分を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/D1oWbZscxK4


　こちらは正殿の南西にある東脇殿跡/西側から見たところ



北側から見たところ



　　　　　　南西側から見たところ



こちらは北東建物跡/南側から見たところ



　　　北東建物跡の説明板



東側から見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/_fedAr4xlHs


　　　　　　南西側から見たところ



　　　政庁の東門 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/lDy_x0lgGU0


　　東門を潜り、城内東大路に出たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/_2lYFxx46I4


　　　　　城内東西大路の説明板



　　　　　　左手を見ると、政庁の第１期～３期の復元模型が展示されていた



　　　　　さまざまな説明板がある









　　　これが政庁第１期の復元模型



左手から見たところ



　　　これは政庁第２期の復元模型





　　　こんな塩梅



　　　こちらは政庁第３期の復元模型





　　　こんな塩梅



　　右手から見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/vLH76S_gKd0


　　　　城内東大路を進み、その先にある外郭東門を目指す （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/zTtaGnYJzeM


　これは城内東大路の先にある外郭東門の周辺を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/-CUn822AZpM


　　　　これが外郭東門 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/FFhICJQBo8g


　　　　　「外郭東門」、「築地塀」と記された標石がある



　その説明板



　　　こんな大きな説明板もあった



　　　　西側から見た秋田城跡のジオラマ/方形の正殿の上部に外郭東門が見てとれる



この窪みは「土取穴」/左手に標石がある





　　　これは外郭東門を潜り、城外鵜ノ木地区を見たところ





そこから鵜ノ木地区復元建物（寺院・客館）方向をアップで見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/_5GTI3k1Ahk


　　同じく古代水洗トイレをアップで見たところ/奈良時代後半の、客館に招いた人達のために用意された水洗トイレが復元されている



　　　　秋田城跡歴史資料館に展示されている秋田城跡のジオラマ/右下が鵜ノ木地区復元建物（寺院・客館）



　さて、この建物が秋田城跡歴史資料館



　　　　展示室の様子 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/zHRI7HfjVfs


　　　　秋田城の変遷/第１期



　　　　秋田城の変遷/第２期



　　秋田城の変遷/第３期～４期



　　　　　秋田城の変遷/第５期～６期 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/J4zyRHYq8JM


秋田城は小高い丘に清水湧く「高清水」の丘と呼ばれる、海上交通と河川交通の便がある低丘陵上に立地している



政庁は秋田城の中心施設で、重要な政治・事務や儀式が執り行われていた/正殿
と呼ばれる中心建物や広場は、都の大極殿と朝堂院をモデルにしている





秋田城はヤマト王権にとって日本海側の最北の軍事拠点/鎮兵と呼ばれる城柵に配置される
兵士は東国から徴兵されたらしい





　　　　　秋田城は北方世界との交流の拠点であっただけでなく、大陸の渤海国の外交使節(渤海使)を迎える外交拠点でもあった



もちろんエミシに対する防衛と、蝦夷からの朝貢の対応・交易の拠点であったわけ
だが、しばしばエミシの反乱にも悩まされたと云う





エミシの末裔は、やがて俘囚としての北東北の長となって安倍氏、清原氏、そして奥州藤原氏へと
繋がっていく



参考ホームページ

https://www.city.akita.lg.jp/kanko/kanrenshisetsu/1003616/1002306.html

https://www.asahi.com/and_travel/20190729/121165/

https://cmeg.jp/w/castles/706

http://www.adnet.jp/nikkei/shiseki/contents/036.html
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